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食物アレルギーとアナフィラキシー対応
　食物アレルギーの生徒は近年増加傾向にあります。食物アレルギーの中でも重症のアレル

ギー反応、アナフィラキシーが起こった場合は、救急車の手配やアドレナリン自己注射薬を

打つなど、一刻も早い対応が必要です。

食物アレルギーの症状

アナフィラキシーが起きたときの対応

すぐに人を呼ぶ（エピペン®と救急車の要請依頼） エピペン®を持っている人はすぐに打つ

　食物アレルギーは、原因となる食品（アレルゲ

ン）を食べた後に、軽いものから重いものまで、

体にさまざまな症状が現れます。最も多く見られ

るのは、皮膚や粘膜の症状で、かゆみやむくみ、

赤み、じんましん、口や喉の違和感、声がかれる

などです。

　呼吸器の症状では、せきをしたり、ぜんそくの

ようにゼーゼーという呼吸になったり、呼吸が苦

しくなったりします。消化器の症状では、腹痛や

吐き気、嘔
おう

吐
と

、下痢などが起こることがあります。

食後の運動が原因で発症する  食物依存性運動誘発アナフィラキシー

　食物依存性運動誘発アナフィラキシーは、原因となる食品を食べた後、運動をすることで起

こる重症のアレルギー反応です。給食を食べた後、５時間目の体育の時間に発症することが多

いといわれています。約6000人に１人と比較的まれな例ですが、年代では、10〜 20代に発

症のピークがあります。かぜ、寝不足、疲労、ストレスなどが悪化要因になります。

　アナフィラキシーが起きたときは、一刻も早い対応が必要です。すぐに人を呼んで救急車の要請

とエピペン®がある場合はその手配、エピペン®を持っている場合はすぐに注射を打ちましょう。

原因となる主な食品
　食物アレルギーは、食物に含まれているたんぱく質が体内で異物と見なされて起こります。卵や

牛乳、甲殻類など、さまざまな食品が原因となり、アレルギーが発症します。
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緊急性が高い症状　アナフィラキシー
　アレルゲンを摂取した後に、皮膚、粘

膜、呼吸器、消化器などの複数の部位に

さまざまな症状が同時に現れるのがアナ

フィラキシーです。症状がどんどん悪化

して、顔色が真っ青になり、意識が低下、

息をしにくいような重症になると、窒息

の危険もあります。こうなると命に関わ

る危険な状態です。
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複数のアレルギー症状が同時に起こる

意識がもうろう
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